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東芝テック海外拠点移管の目的 

コスト構造改革 

ローコストオペレーション 

海外拠点の活用による、 

国内リソースの有効活用 

ＭＦＰソフトウエアの業務移管 

ＳＰＩ活動 

（以降ＭＦＰは東芝製複合機の事） 
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プロジェクト移管の概要 

設計内評価を委譲 

海外拠点立上げ 

プロジェクト 
管理完全移管 

海外拠点で自立した 
SW開発品質改善 

2013年～2014年 2015年～ 2005年～ 

SW開発プロジェクト管理  
海外拠点移管 

インドとの 
プロジェクト協業体制構築 

2012年、インドに東芝テック SW開発拠点を立ち上げ完了した。 

今回、2013年~14年に実施した、SWプロジェクト管理業務の移管を目的とした
SPI活動の事例の紹介。 

SWの設計・実装を開始 

海外拠点 

独立 

国内拠点 
ＳＷプロジェクト管理 

インド拠点 
エンジニアリング 

 

 

移管プロジェクトリーダ 

SEPG 

 
インドへ移管 
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プロジェクト管理の海外移管のステップ 

移管準備・計画 

教育・OJT 

トライアル 

プロジェクト 

移管の完了 

 ＳＷ開発ステップのドキュメント化（目的、手段、役割） 
 ドキュメントの共有（英語翻訳） 
 プロジェクト移管のスケジュール 

 ビデオカンファレンスによるトレーニング 

SW認定プロセスの説明 

 OJT ２名延べ２か月 （プロジェクト業務の体験） 

 仮想プロジェクトの実施。V字モデルに従ったSW認定プ
ロセスの検証と課題改善。 

 振返り（KPT実施） 
 本番稼働の開始準備が完了  

製品PJ 
 まずは、小プロジェクト開発の本番稼働ができるだろう！ 

★移管プロジェクトの計画（7ヶ月 ５名：移管プロジェクトリーダ他4名） 
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問題の発生（１） 

移管準備・計画 

教育・OJT 

トライアル 

プロジェクト 

移管の完了 

 従来PJの説明  ～ 認定プロセスのあるべき姿 

SW認定ステップの説明（目的、手段、役割） 
 ドキュメントの共有（英語翻訳） 

 教育 ビデオカンファレンス  

SW認定プロセス（品質確認）の説明 

 OJT ２名延べ２か月 （PJ業務の体験） 

 仮想プロジェクトの実施 

 SW認定プロセスの検証   

マイルストン毎に認定ステップを体験 

 振返り（KPT） 
 本番稼働の開始 小規模プロジェクトの実施  

※SW品質管理のプロセスを中心に説明 

製品PJ 

実際にやってみると…移管プロジェクトリーダの悲鳴 

SEPG参上 

 まずは、小プロジェクト開発の本番稼働ができるだろう！ 

 一生懸命説明しても、なかなか理解してもらえない。 

 英語での説明は、思いのほか時間がかかる。 

 本当に、伝わっているか不安だ。 

 説明資料をたくさん作らなければならない。やり切れない。 

 伝えたいプロセスをドキュメントにしてみると自分たちが曖昧だった。 
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分析（１） 

 言葉は伝わるが、意図が伝わらない。または、意図が伝わってい
るのか確認できない。（経験がないのでイメージできていない） 

 用語の定義があいまいで、コミュニケーションに時間がかかる。 

 インド人・日本人とは、暗黙知（行間）が共有できていない。 

適切な人がプロセス定義に携わっていない。 

関係者に移管プロジェクトの重要性を理解されていない。 

その結果、計画した全てのプロセスの説明ができない状態であっ
た。（管理層と関係者を巻き込めていない） 

コミュニケーション 

体制 

２つの要因が重なり、 

プロジェクトは思う様に進まなくなった 

分析してみよう 
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対策と結果（１） 

 日本でのＯＪＴでプロジェクトを五感で体験して、プロセスの意図を理解しても
らう。 

 プロジェクト用語マップ（日本語・英語）を作成。 

喋った言葉、書いた言葉から同じ意味を連想できるように工夫する。 

 海外拠点メンバにて、打合せ議事録を作成してもらう。 

説明の意図が通じているか、国内メンバが理解度チェックする。 

 各工程の説明資料は、その分野の専門家が分担して作成。管理者、関係者
に協力を求めた。 

 海外拠点への工程説明は曖昧さは禁物。 

 思い込みを排除した共通認識をもつ仕組みが重要。 

 管理層と関係者を巻き込む。 

徐々にプロジェクトが進み始めた！ 

対策 

重要だと思った点： 
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対策と結果 詳細１： 成果物の紹介 

• プロジェクト用語マップ（日本語・英語） 

 

プロジェクト用語マップ（日本語・英語） 

打合せ議事録チェック 

日本語 英語 活用プロセス 詳細説明 責務/承認 

議事録訂正捕捉 

議事録訂正捕捉 

議事録訂正捕捉 議事録訂正 
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問題の発生（２） 

移管準備・計画 

トライアルPJ 

移管の完了 

 従来PJの説明  ～ 認定プロセスのあるべき姿 

SW認定ステップの説明（目的、手段、役割） 
 ドキュメントの共有（英語翻訳） 

 教育 ビデオカンファレンス  

SW認定プロセス（品質確認）の説明 

 OJT ２名延べ２か月 （PJ業務の体験） 

 仮想プロジェクトの実施 

 SW認定プロセスの検証   

マイルストン毎に認定ステップを体験 

 振返り（KPT） 
 本番稼働の開始 小規模プロジェクトの実施  

※SW品質管理のプロセスを中心に説明 

製品PJ 

プロセス検証で…またまたプロジェクトリーダの悲鳴 

教育・OJT 

 まずは、小プロジェクト開発の本番稼働ができるだろう！ 
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状況把握（２） 

モチベーション低下！ 

国内メンバと海外拠点メンバで食い違いが発生 

トライアルプロジェクトはプロセス検
証と課題解決が目的で、プロジェク
ト完了はその次だ！ 

トライアルプロジェクトを予定通りの
完了し、早く本番稼働したい！ 

 

海外拠点（インド側）が責任を持っ
てトライアルプロジェクトを推進すべ
きだ！ 

トライアルプロジェクトの責任は我々
（インド側）にはない！言われた事を
実現する責任はある。（エンジニアリ
ングのコントロールだ！） 

不明なプロセスが多く発見された。
不明なプロセスを明確にする必要
がある。 

不明なプロセスはあるが、トライルプ
ロジェクトは一時的な回避策で進め
たい。（本番は違う） 

国内メンバ 海外インドメンバ 
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分析（２） 

 既存の開発プロセスはOJTで説明していたが、国内とインドが共
同で推進するプロジェクト運営について検討が不足していた。現
場でどうにかなると思っていた。 

プロセス 

コミュニケーション 

 お互いの認識合わせや調整が不十分でとことん目的意識を合わ
せられずに徐々にGAPが広がっていった。（話合いが足りない） 

 体制や責任分担が曖昧であった。 

２つの要因が重なり、 

プロジェクトは思う様に進まなくなった 
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対策と結果（２） 

再度キックオフを実施し、プロジェクト目的（意識）を合わせた。 

 インド・国内の協業体制を進める役割責任の明確化した。 

不明なプロセスは必ず明確にするSEPG体制を整え、プロセス
の検証と改善を進めた。 

 プロセスのドキュメント化（曖昧さを排除し、目的・責任・役割を明確にする） 
作業フローまで落とし込みことが有効 

 プロセスの検証と改善（ＰＤＣＡ） 
 同じ目的を共有し、信頼関係を築くことでコミュニケーション改善をはかる。 

対策 

重要だと思った点 

徐々にプロジェクトが進み始めた！ 
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トライアルプロジェクト体制 
役割：プロジェクト実行 
成果物： 
 検証済のプロセス 
 ソフトウェア 
 

SEPG体制 
役割：プロセス定義 
    プロセス検証 
    と改善 
成果物：改善プロセス 

s
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E2E Development Project and Trial Project System Overview Diagram :

Item which have management responsibility at TSIP.

Items which have management responsibilty at Mishima.
* Currently possible only at Mishima. Correspondence 
considering furture challenge of required to move this items to 

TSIP.

SW Product 
Responsibilty

All PJ Management 
Responsibilty

Other PJ ・・・

・GSPS, Quality

Requirement Specification

Authorizer：

GSPS

OSS, Purchase 
Software, License
Agreement

Code Analysis (Coverity)

・SWC

課題 開発プロセス 

対策と結果（２） 詳細１ 

改善プロセス 

プロジェクト体制 

SEPG体制 

管理層を巻き込む 
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対策と結果 詳細２： 成果物の紹介 

役割分担 

共通インフラ整備 改善プロセス 

改善 
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プロジェクト管理の海外移管の完了 

移管準備・計画 

トライアル 

プロジェクト 

移管の完了 

 従来PJの説明  ～ 認定プロセスのあるべき姿 

SW認定ステップの説明（目的、手段、役割） 
 ドキュメントの共有（英語翻訳） 

 教育 ビデオカンファレンス  

SW認定プロセス（品質確認）の説明 

 OJT ２名延べ２か月 （PJ業務の体験） 

 仮想プロジェクトの実施 

 SW認定プロセスの検証   

マイルストン毎に認定ステップを体験 

 本番稼働の開始の承認を得た 

製品PJ 

教育・OJT 

海外拠点を利用したプロセスで製
品化を実現した。（小プロジェクト） 

そして、コスト構造改革を実現し、
開発費コストを削減できた。 

9か月 10名 
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まとめ：海外拠点移管ステップで改善した点 

① 五感で体験して、プロセスの意図を十分理解してもらう。 

② プロジェクト用語マップ（日本語・英語）を作成。 

喋った言葉、書いた言葉から同じ意味を連想できるように工夫する。 

③ 海外拠点メンバにて、打合せ議事録を作成してもらう。 

説明の意図が通じているか、国内メンバが理解度チェックする。 

④ 各工程の説明資料は、その分野の専門家が分担して作成し、 

   曖昧さを排除すること。 

⑤ キックオフを実施し、プロジェクト目的（意識）を合わせた。 

⑥ 役割責任・開発体制は、初期の段階で十分にレビューすること。 

⑦ 不明なプロセスは必ず明確にする体制を整えた。 

 また、より良くするためにプロセスの改善を進めた。 

⑧ ブリッジエンジニアリング（ＢＳＥ）の活用により意志疎通を図った。 

⑨ 時差の考慮。 

⑩ 開発環境は日々変化するのでプロセスの監視と改善（ＰＤＣＡ）を継続する。 

⑪ お互いの文化・風土を十分考慮し、お互いの良さを引き出す（日本人化しない） 
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SPI活動を通じて 

• 常に現場で困っている人に寄り添って、同じ目線でチーム
、組織に融合して課題解決にあたることの重要さを認識し
た（上から目線の排除）。そして、俯瞰的、客観的な視点を
持って、自らが責任感とリーダシップそして同士という意識
で課題解決のために調査、分析、対策に当り、組織から
頼りにされる信頼されたSEPGを目指していきたい。     

• 単に課題を解決することが仕事ではなく、課題が発生して
も自らのプロジェクト組織が課題解決できるような風土を
醸成する組織作りもSEPGの重要な仕事であると認識し
た。アンテナを高くして日々改善に取り組んでいきたい。 
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